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Multifunction Process Calibrator 

はじめに 

Fluke 725 Multifunction Process Calibrator (以下 ｢本器｣ と
呼びます) は、電池駆動の携帯型機器で、電気パラメーター
や物理パラメーターの測定および供給を行います。これら

の機能については、表 1 を参照してください。 

本器には、表 1 に示す機能の他に以下の特徴と機能があり
ます。 

• 分割画面表示。上部画面は電圧、電流、圧力の測定に

のみ使用します。下部画面は、電圧、電流、圧力、測

温抵抗体 (RTD)、熱電対、周波数、抵抗等の測定と供
給に使用します。 

• 分割画面を用いて伝送器を校正します。 
• 自動基準ジャンクション温度補正機能付き熱電対 

(TC) 入/出力端子および内部等温ブロック 
• セットアップの保存と呼び出し 
• 手動ステップ可変ならびに自動ステップ可変および連

続可変 (ランプ) 

• ターミナル･エミュレーター･プログラムを実行する 
PC を用いてリモート制御ができます。 

Fluke への連絡先 

アクセサリーのご注文、操作方法に関するお問い合わせ、

最寄りのフルーク代理店またはサービス･センターに関する

お問い合わせは次の番号にご連絡ください。 

日本:  03-3434-0181 
米国:  1-888-99-FLUKE (1-888-993-5853) 
カナダ:  1-800-36-FLUKE (1-800-363-5853) 
ヨーロッパ:  +31 402-675-200 
シンガポール:  +65-738-5655 
その他諸外国:  +1-425-356-5500 

ワールド･ワイド･ウェブにある弊社のホームページもご覧

ください。アドレスは、www.fluke.com (英語のみ) です。
日本語サイトは、www.fluke.com/jp/ です。

http://www.fluke.com
http://www.fluke.com/jp/
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表 1. 測定機能および供給機能のまとめ  

機能 測定 供給 

DC V 0 V～30 V 0 V～10 V 

DC mA 0～24 mA 0～24 mA 

周波数  1 CPM～10 kHz 1 CPM～10 kHz 

抵抗 0 Ω～3200 Ω 15 Ω～3200 Ω 

熱電対 E、J、K、T、B、R、S、L、U、N、mV  

測温抵抗体  
(RTD) 

Pt100 Ω (385)  
Pt100 Ω (3926) 
Pt100 Ω (3916) 
Pt200 Ω (385) 
Pt500 Ω (385) 
Pt1000 Ω (385) 
Ni120 

圧力   10 in. H2O から 10,000 psi の範囲の  
27 モジュール 

外部圧力源 (手動ポンプ) を用いて 10 in. H2O 
から 10,000 psi 範囲の 27 モジュール 

その他の機能 ループ電源供給、ステップ可変、連続可変 (ランプ)、メモリ、分割 2 画面表示 



  

 標準付属部品  
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標準付属部品 

図 1 に本器の付属品を示します。お買い上げの機器に損
傷があったり、付属品で欠品がある場合は、直ちに購入元

にご連絡ください。交換部品やスペアーを注文する場合に

は、表 9 に示すユーザーが交換可能な部品リストを参照
してください。 

• TL75 テスト･リード  

• AC70A アリゲーター･クリップ (1 組) 

• スタック可能アリゲーター･クリップ･テスト･リード 
(1 組) 

• 725 製品概要マニュアル 

• 725 CD-ROM (ユーザーズ・マニュアルを収録) 

• 交換用ヒューズ 

安全に関する情報 

本器は、IEC1010-1、ANSI/ISA S82.01-1994、CAN/CSA 
C22.2 No. 1010.1-92 に準拠するように設計されていま
す。本器をご使用の際は、このマニュアルの記載事項に従っ

て取り扱ってください。これを怠ると、本器に装備されて

いる保護機能が損なわれる場合があります。 

｢警告｣ は、ユーザーを危険にさらす状態や作動を表しま
す。また ｢注意｣ は本器または被試験装置を損傷する恐れ
のある状態や動作を表します。 

本器およびこのマニュアルで使用されている国際シンボル

は、表 2 で説明します。 
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W 警告 

感電や怪我を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

• 本器に記載されている定格を超える電圧を、端子間またはあらゆる端子と接地間にかけないでください (すべて

の端子において、最大 30 V 24 mA)。 

• ご使用の前に、既知の電圧を測定することにより、本器の動作を確認してください。 

• 常に、すべての装置安全手順を厳守してください。 

• テスト･リードが電流端子につながれているときには、電圧源のプローブに決して触れないでください。 

• 破損したキャリブレーターを絶対に使用しないでください。使用の前に外装を点検して、ひび割れや欠損したプ

ラスチック部がないか調べます。特にコネクター周りの絶縁状態には注意してください。 

• 測定に適した機能およびレンジを使用してください。 

• 本器を起動する前に、バッテリー･ドアが閉まり、ラッチが掛かっていることを確認してください。 

• バッテリー･ドアを開ける前に、本器からテスト･リードを取り外してください。 

• テスト･リードの絶縁が損傷していないか、また金属が露出していないかを検査してください。さらに、テスト･

リードの導通をチェックしてください。テスト･リードに損傷個所があれば、良好なものと交換してから本器を使

用してください。 

• プローブ使用時には、プローブの接触部を指で触れないようにし、保護用ガードから前に指を出さないでくださ

い。 

• テスト･リードは、接地側を接続してから通電側を接続してください。テスト･リードの接続を切り離すときは、

最初に通電側から切り離してください。 

• 本器が異常な動作をするときには使用しないでください。保護機能が損なわれている場合があります。疑わしい

場合にはサービス･センターにお問い合わせください。 

• 可燃性のガス、蒸気、または粉塵があるところでは、絶対に本器を使用しないでください。 
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W 警告 

• 圧力モジュールを使用するときは、プロセス圧力ラインのバルブを閉じ、減圧した後に圧力モジュールの着脱を

行ってください。 

• 本器の電源には 4 本の単三電池を本器のケースに正しく装着して使用してください。 

• 他の測定または供給機能に切り替えるときには、テスト･リードをいったん取り外してから行ってください。 

• 本器を保守、修理するときには、指定された交換部品のみを使用してください。 

• 感電や傷害の事故につながりかねない誤った読みを避けるため、(B) が画面に表示された場合には、直ちに
電池を交換してください。 

注意 

本器およびテスト中の装置に損傷を与えないため、以下の注意事項を厳守してください。 

• 抵抗や導通を試験する前に、測定対象回路への電源を切り、高電圧コンデンサーをすべて放電させてください。 

• 測定したり、供給機能を用いるときには、正しいジャック、機能、およびレンジを使用してください。 
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図 1. 標準付属部品 
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表 2.  国際シンボル 

B AC - 交流 T 二重絶縁 

F DC - 直流 M 電池 

J アース W この件に関しては取扱説明書を参照 

f 圧力 O オン/オフ 

) 
カナダ標準規格協会 (Canadian 
Standards Association: CSA) 規格準拠 P 欧州共同体規格準拠 
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キャリブレーター各部の名称と働き 

入力および出力端子 

図 2 に、本器の入力および出力端子を示します。表 3 で
は、それらの使用方法について説明します。 

V  mA
LOOP

V  mA

TC RTD C̊  ˚F

Hz

100%

25%

25%

RECALL

ZERO

MEAS

SOURCE

STORE
SETUP

0%

MULTIFUNCTION  CALIBRATOR725

8
7 6 5 4

3

2

1

 

sh05f.eps 

図 2. 入力/出力端子およびコネクター 
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表 3. 入力/出力端子およびコネクター 

番号 名称 説明 

A 圧力モジュール･ 
コネクター 

本器を圧力モジュールへ、または本器をリモート制御用 PC へ接続します。 

B、C MEASURE V、 
mA 端子 

電圧および電流測定用、およびループ電源供給用端子です。 

D TC 入力/出力 熱電対の測定またはそのシミュレーション用端子です。この端子には、中心間間隔

が 7.9 mm (0.312 in) の極性のある熱電対ミニプラグが使用できます。 

E、F SOURCE/ 
MEASURE V、RTD、Hz、
Ω 端子 

電圧、抵抗、周波数、測温抵抗体 (RTD) 等の測定または供給用の端子です。 

G、H SOURCE/ MEASURE 
mA 端子、3W、4W 

電流の測定または供給用、ならびに 3 線式 および 4 線式 測温抵抗体 (RTD) 測

定用端子です。 
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キー 

図 3 に、本器のキー、表 4 にこれらのキーの使用方法を

示します。
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図 3. キー 
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表 4. キーの機能 

番号 キー 説明 

A O 電源を投入する、または電源を切ります。 

B l 上部画面の電圧、mA、ループ電源測定機能を選択します。 

C A 上部画面の圧力測定を選択します。繰り返し押すと、異なった圧力単位が順に設定されます。 

D K 圧力モジュールの読みをゼロにします。これは上部画面、下部画面の両方に適用されます。 

E C バックライトをオンまたはオフにします。電源が入っている場合は、コントラスト調整モード

をオンにします。 

F F 周波数と抵抗の測定機能および供給機能の間を順に切り替えます。 

G D TC または RTD 機能を使用している場合に、摂氏と華氏を切り替えます。 

H G スパン 100 % に対応する供給値をメモリから呼び出し、供給値として設定します。供給値を 
100 % の値として保存するにはこのキーを押し、しばらく保持してください。 

I H 全スパンの 25 % 刻みで出力を増加します。 

J I 全スパンの 25 % 刻みで出力を減少します。 

K J スパン 0 % に対応する供給値をメモリから呼び出し、供給値として設定します。供給値を 
0 % の値として保存するにはこのキーを押し、しばらく保持してください。 

ファームウェアーのバージョンを表示します。J を下げながら電源を入れます。 
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表 4. キーの機能 (続き) 

番号 キー 説明 

L L ランプを次の順に切り替えます。 
E 低速 0 % - 100 % - 0 % ランプの繰り返し 
P 高速 0 % - 100 % - 0 % ランプの繰り返し 
N 25 % 刻みステップの 0 % - 100 % - 0 % ランプの繰り返し 

AM 

AM 

OY 

OZ 

シャット･ダウン･モードを使用不可にします。 

シャット･ダウン･モードを使用可能にします。 

M WX 
Y Z 

供給値の増減 
2 線式、3 線式、および 4 線式を順に選択します。 
本器の設定格納メモリ位置を移動します。 
コントラスト調整モードでは、上矢印でコントラストを暗く、下矢印でコントラストを明るくします。 

N Q 前の設定をメモリから読み出します。 

O S 本器の設定を保存します。コントラスト調整の設定を保存します。 

P M 下部画面の MEASURE および SOURCE モードを順に切り替えます。 

Q T 下部画面の TC (熱電対) 測定機能と供給機能を選択します。くり返し押すと熱電対のタイプが順に切り替わります。 

R V 下部画面の電圧、mA の供給機能または mA シミュレーション機能との間を順に切り替えます。 

S R 下部画面の RTD (測温抵抗体) 測定機能と供給機能とを選択します。くり返し押すと、測温抵抗体 (RTD) のタイプが順

に切り替わります。 

T U 圧力測定機能および供給機能を選択します。くり返し押すと異なった圧力単位が順に切り替わります。 
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表示画面 

図 4 に、代表的な表示画面を示します。 

 

su07f.eps 

図 4. 代表的な表示画面 
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ご使用の前に 

この項では本器の基本的操作をいくつか説明します。 

以下の手順に従って、電圧-電圧テストを行ってください。 

1. 図 5 に示すように、本器の電圧出力を電圧入力に接続
してください。 

2. O を押して本器の電源を入れてください。さらに、
l を押し DC 電圧を選択してください (上部画
面)。  

3. 必要に応じて、M を押し SOURCE モードに設定し
ます (下部画面)。本器は DC 電圧を測定しており、実
際の測定値が上部画面に表示されます。 

4. V を押し DC 電圧供給を選択してください。 

5. Y および Z を押し変更する桁数字を選択してくださ
い。X を押し、出力として 1 V を選択してください。
J を押し、しばらく保持して 1 V を 0 % の値とし
て入力します。 

6. X を押し出力を 5 V に上げてください。G を押し
しばらく保持して 5 V を 100 % の値として入力しま
す。 

7. H および I を押し、0 % と 100 % の間を 
25 % 刻みで増減してください。 

シャット･ダウン･モード 

シャット･ダウン･モードが搭載されている構成機は、電源が

切れるまでの時間が 30 分に設定されています (最初に校
正器の電源を入れる時に、約 1 秒間この時間が表示されま
す)。シャット･ダウン･モードを使用可能にすると、最後に
キーを押してから指定した時間 (デフォルトでは 30 分) 
が経過した場合に校正器が自動的にシャット･ダウンされま

す。シャット･ダウン･モードを使用不可にするには、O と Y 
を同時に押します。モードを使用可能にするには、O と Z 
を同時に押します。電源を切るまでの時間を調整するには、

O と Z を同時に押してから、X と W を使って時間を 1
～30 分の間で調整します。 
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図 5. 電圧-電圧テスト 
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コントラストの調整 

注記: 

この機能は、ファームウェアー V2.1 またはそれ

以降で利用できます。ファームウェアーのバー

ジョンを識別するには、J を押しながら電源を

入れます。機器が初期化された後、ファームウェ

アーのバージョンが約 1 秒間、ユニット上部の

ディスプレイに表示されます。  

コントラストを調整するには、次の手順に従います。 

1. 図 6 のように「コントラストの調整」が表示される
まで C および O を押します。 

2. X を押すと、コントラストが下がります。 

3. W を押すと、コントラストが上がります。 

4. S を押して、コントラストの設定を保存します。 
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図 6. コントラストの調整 
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測定 (Measure) モードの使用方法 

電気パラメーターの測定 (上部画面)  

伝送器の電流出力または電圧出力の測定、あるいは圧力計

器の出力の測定には、上部画面を用い、以下の手順に従っ

てください。 

1. l を押し、電圧または電流を選択してください。
LOOP をオンにしないでください。 

2. 図 7 に示すようにリードを接続してください。 

ループ電源を用いた電流測定 

ループ電源機能は、電流測定回路と直列になった 24 V 電
源を起動し、伝送器が工場の配線から取り外されていると

きにもその伝送器をテストすることができます。ループ電

源を用いて電流を測定するには以下の手順に従ってくだ

さい。 

1. 図 8 に示すようにキャリブレーターを伝送器の電流
ループ端子に接続してください。 

2. キャリブレーターを電流測定モードにしておいて 
l を押してください。LOOP が表示され、内部  
24 V ループ電源がオンになります。 
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図 7. 電圧-電流出力の測定 
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図 8. ループ電源への接続法 
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電気パラメーターの測定 (下部画面)  

下部画面を用いて電気パラメーターを測定するには、以下

の手順に従ってください。 

1. 図 9 に示すようにキャリブレーターを接続してくだ
さい。 

2. 必要に応じて、M を押し MEASURE モードに設定
します (下部画面)。 

3. DC 電圧または電流の測定には V を、周波数また

は抵抗の測定には F をそれぞれ押してください。 
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図 9. 電気パラメーターの測定 
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温度測定 

熱電対の使用方法 

本器は、E、N、J、K、T、B、R、S、L、U の 10 種類の
標準熱電対をサポートしています。表 5 にこれらの熱電
対の測定温度範囲と特性が一覧表示されています。 

熱電対を用いて温度測定を行うには、以下の手順に従って

ください。 

1. 熱電対のリードを適切な TC ミニプラグに取り付け、
図 10 に示すように、TC 入力/出力端子に接続してく
ださい。一方のピンは他方のピンより幅広となってい

ますので、誤った極性で無理に押し込もうとしないで

ください。 

注記 

本器と熱電対のプラグの温度が異なっている場

合は、ミニプラグを TC 入力/出力端子に挿入し

た後、コネクターの温度が安定化するまで 1 分

またはそれ以上待機してください。 

2. 必要に応じて、M を押し MEASURE モードに設定
します。 

3. T を押し TC 表示にします。必要に応じて、希望
の熱電対の型が現れるまでこのキーを押し続けてく

ださい。 

必要に応じて D を押し、°C と °F の間で温度単
位を切り替えてください。 
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表 5. 使用可能な熱電対の型式 

  正極リード (H) 色   

型式 正極リード材料 ANSI* IEC** 負極リード材料 温度範囲 (°C) 

E クロメル 紫色 青紫色 コンスタンタン -200～950 

N Ni-Cr-Si 橙色 ピンク Ni-Si-Mg -200～1300 

J 鉄 白色 黒色 コンスタンタン -200～1200 

K クロメル 黄色  緑色 アルメル -200～1370 

T 銅 青色 茶色 コンスタンタン -200～400 

B 白金 (30 % ロジウム)  灰色  白金 (6 % ロジウム) 600～1800 

R 白金 (13 % ロジウム) 黒色 橙色 白金 -20～1750 

S 白金 (10 % ロジウム) 黒色 橙色 白金 -20～1750 

L 鉄   コンスタンタン -200～900 

U 銅   コンスタンタン -200～400 

*ANSI (American National Standards Institute) 装置の負のリード線 (L) は常に赤色。 

**IEC (International Electrotechnical Commission) 装置の負のリード線 (L) は常に白色。 
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図 10. 熱電対を用いた温度測定  
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測温抵抗体 (RTD) の使用方法 

本器では、表 6 に示す測温抵抗体 (RTD) の使用が可能で
す。測温抵抗体 (RTD) の特性は、｢氷点｣ と呼ばれたり R0 
で表される 0 °C (32 °F) での抵抗で表わされます。最も一
般的な R0 は 100 Ω です。本器では、2 線式、3 線式、4 
線式接続のいずれの測温抵抗体 (RTD) 測定入力も処理で
きます。この中で、3 線式接続が最も一般的です。4 線式
構成は測定精度が最も高く、2 線式構成は測定精度が最も
低くなります。 

測温抵抗体 (RTD) 入力を用いて温度測定を行うには、以
下の手順に従ってください。 

1. 必要に応じて、M を押し MEASURE モードに設定
します。 

2. R を押し RTD 表示にします。必要に応じて、希
望の測温抵抗体 (RTD) の型が現れるまでこのキーを
押し続けてください。 

3. X または W を押し 2 線式、3 線式、4 線式接続
の中から 1 つを選択します。 

4. 図 11 に示すように測温抵抗体 (RTD) を入力端子に
接続します。 

5. 必要に応じて D を押し、°C と °F の間で温度単
位を切り替えてください。
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表 6. 使用可能な測温抵抗体 (RTD) の型式 

RTD の型式 氷点 (R0) 材料 α 測定温度範囲 (°C) 

Pt100 (3926) 100 Ω 白金 0.003926 Ω/°C  -200～630 

Pt100 (385) 100 Ω 白金 0.00385 Ω/°C  -200～800 

Ni120 (672) 120 Ω ニッケル 0.00672 Ω/°C  -80～260 

Pt200 (385) 200 Ω 白金 0.00385 Ω/°C -200～630 

Pt500 (385) 500 Ω 白金 0.00385 Ω/°C -200～630 

Pt1000 (385) 1000 Ω 白金 0.00385 Ω/°C -200～630 

Pt100 (3916) 100 Ω 白金 0.003916 Ω/°C -200～630 

米国の産業分野で一般的に用いられている Pt100 は、Pt100 (3916) で、α = 0.003916 Ω/°C です (JIS カーブとしても
指定されています)。IEC の標準測温抵抗体 (RTD) は Pt100 (385)、α = 0.00385 Ω/°C です。 
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図 11. RTD を使った温度の測定、2、3、4 線抵抗の測定 
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圧力の測定 

本器には、種々の測定範囲をもつ多くの種類の圧力モ

ジュールが用意されています。このマニュアルの終り近く

にある  ｢アクセサリー｣  を参照してください。圧力モ
ジュールを使用する前に、添付されている説明書を必ずお

読みください。各モジュールで、使用法、メディア、確度

等に相違があります。 

図 12 にゲージ圧力モジュールと差圧モジュールを示し
ます。差圧モジュールは、低圧側を大気に開放することに

より、ゲージ･モードとして作動させることもできます。 

圧力を測定するには、測定しようとするプロセス圧力に

合った圧力モジュールを取り付けます。 

以下の手順に従って圧力の測定を行ってください。 

W 警告 
加圧システムの圧縮媒体が噴出するのを避けるた

め、圧力モジュールを圧力管コネクターに取り付

ける前に、隔離弁を閉じてから圧力をゆっくりと

解放してください。 

15 PSID/G

BURST PRESSURE 45 PSIG

PRESSURE MODULE
700P04

1 bar100 kPa
RANGERANGE 100 PSIG

BURST PRESSURE 300 PSIG

PRESSURE MODULE
700P06

7 bar700 kPa
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図 12. ゲージ圧力モジュールと差圧モジュール 

注意 
圧力モジュールが機械的に損傷しないよう、圧力

モジュールの取り付け具の間、またはモジュール

本体と取り付け具の間に 13.5 Nm (10 ft.-lb.) を

超えるトルクを掛けないようにしてください。圧

力モジュール取り付け具と連結取り付け具すなわ

ちアダプターとの間にも必ず適切なトルクを掛け

るように注意してください。 
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過剰圧力により圧力モジュールを損傷しないよ

う、圧力モジュールに記載されている最大定格を

超す圧力を絶対に掛けないでください。 

圧力モジュールを腐食から保護するため、指定さ

れていない材料には圧力モジュールを使用しない

でください。使用できる材料に関しては、圧力モ

ジュールに記載されている情報または圧力モ

ジュールの説明書を参照してください。 

1. 図 13 に示すように圧力モジュールを本器に接続し
てください。圧力モジュールのネジは 1⁄4 NPT 標準パ
イプに合うようになっています。必要に応じて、付属

の 1⁄4 NPT - 1⁄4 ISO アダプターを用いてください。 

2. A を押してください。キャリブレーターは取り付
けられた圧力モジュールを自動的に検知し、それに

合った測定レンジを設定します。 

3. 圧力モジュールの説明書に従って圧力モジュールのゼ
ロ設定をしてください。モジュールの種類によりゼロ

設定の手順は異なっていますが、どの場合でも K 
を押す必要があります。 

必要に応じて A を適当に押しつづけ、圧力表示単
位を psi、mmHg、inHg、cmH2O@4 °C、cmH2O@ 

20 °C、inH2O@4 °C、inH2O@20 °C、mbar、bar、kg/cm2
、

または kPa に変更してください。 

絶対圧力測定モジュールのゼロ設定 

ゼロ設定をするためには、本器を調節して既知の圧力の読

みが表示されるようにします。700PA3 モジュール以外の
モジュールに対しては、圧力値が正確に分かっていれば大

気圧の値を使うこともできます。700PA3 モジュールの最
高測定圧力範囲は 5 psi ですから、基準圧力をかけるには
真空ポンプを使用する必要があります。また、正確な圧力

標準でも、任意の絶対圧力測定モジュールの範囲内の圧力

を掛けることができます。以下の手順に従って、本器の読

みを調節してください。 

1. K を押すと、「REF Adjust」が圧力の読みの右側に
表示されます。 

2. 本器の読みが加えた圧力と同じになるように、X を
用いて読みを増大、W を用いて減少させます。 

3. K をもう一度押して、ゼロ設定を終了します。 

本器は、絶対圧力測定モジュール 1 台のゼロ･オフセット
補正を保存し、自動的に繰り返し使用します。従って、使

用するたびにゼロ設定をする必要はありません。 
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図 13. 圧力測定の接続 
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供給 (Source) モードの使用法 

本器を SOURCE モードにすると、プロセス機器のテスト
や校正を行うための校正信号を生成します。また、電圧、

電流、周波数、抵抗の供給、測温抵抗体 (RTD) および熱電
対温度センサーの電気出力のシミュレーション、さらに外

部供給のガス圧力を測定し、校正した圧力供給の生成等を

行います。 

4～20 mA の供給 

電流供給モードを選択するには、以下の手順に従ってくだ

さい。 

1. テスト･リードを mA の端子 (本器の左端) に接続して
ください。 

2. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。 

3. V を押し電流にし、X および W キーを用いて必
要な電流値を設定してください。 

4～20 mA 伝送器のシミュレーション 

シミュレーションは特別な動作モードの 1 つで、本器は、
伝送器の代りにループに接続され、既知で設定可能なテス

ト電流を供給します。以下の手順に従ってください。 

1. 図 14 に示すように、24 V ループ電源に接続してくだ
さい。 

2. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにしてく
ださい。 

3. mA および SIM の両方が表示されるまで V を繰
り返し押してください。 

4. X または W を用い、必要な電流を流します。 

他の電気的パラメーターの供給 

ボルト、抵抗、および周波数を供給することもでき、これ

らは下部画面に表示されます。 

電気的パラメーター供給機能を選択するには、以下の手順

に従ってください。 

1. 図 15 に示すように、テスト･リードを接続してくださ
い。供給機能の種類により接続個所が異なります。 

2. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにしてく
ださい。 

3. DC 電圧には V を、また周波数と抵抗には F を
押してください。 

4. X または W キーを用い、必要な出力値を入力しま
す。別の桁数字を変更するには、Y および Z を用いそ
の桁数字を選択してください。 
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図 14. 4～20 mA 伝送器をシミュレートするための接続 
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図 15. 電気的パラメーターを供給するための接続 
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熱電対のシミュレーション 

本器の TC 入出力端子と被試験計器とを、熱電対ワイヤー
および適切な熱電対ミニ･コネクター  (中心間間隔が 
7.9 mm (0.312 in) の極性のある熱電対ミニプラグ) を用
いて接続してください。一方のピンは他方より幅広です。

間違った極性のままでミニプラグを押し込もうとしないよ

うにしてください。図 16 にこの接続を示します。熱電対
をシミュレートするには以下の手順に従ってください。 

1. 熱電対のリード線を適切な TC ミニプラグに取りつ
け、図 16 に示すように TC 入出力端子に接続してく
ださい。 

2. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。 

3. TC を表示するのに T を押してください。必要に
応じて、このキーを適当に押し続け必要な熱電対の型

を選択してください。 

4. X または W キーを用い、必要な温度を入力します。
別の桁数字を編集するには、Y および Z を用いその
桁数字を選択してください。 

測温抵抗体 (RTD) のシミュレーション 

図 17 に示すように、本器と被試験計器とを接続してくだ
さい。測温抵抗体 (RTD) のシミュレーションは以下の手
順に従ってください。 

1. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。 

2. RTD を表示するのに R を押してください。 

注記 

3 W および 4 W 端子は測定のみに用い、シミュ

レーションには用いないでください。本器は 2 

線式測温抵抗体 (RTD) をフロント･パネルでシ

ミュレートします。3 線式または 4 線式伝送器

に接続するには、余分のワイヤー用にスタック･

ケーブルを用いてください。図 17 を参照してく

ださい。 

3. または W キーを用い、必要な温度を入力します。
別の桁数字を編集するには、Y および Z を用いその
桁数字を選択してください。 

4. 725 のディスプレイに「Exl HI」が表示される場合は、
テストしているデバイスからの供給電流が 725 の
限界を超えていることを示します。 
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図 16. 熱電対をシミュレートするための接続 
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図 17.  3 線式測温抵抗体 (RTD) をシミュレートするための接続 
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圧力の供給 

本器は、ポンプまたは他の圧力源からの圧力を測定し、そ

の圧力を SOURCE フィールドに表示することによって、
圧力を供給します。図 20 に、ポンプをフルーク圧力モ
ジュールへ接続する方法を示します。この際当ポンプは校

正された圧力源になります。 

フルークでは種々の測定範囲をもつ多くの種類の圧力モ

ジュールが用意されています。このマニュアルの終り近く

にある ｢アクセサリー｣ の項を参照してください。圧力モ
ジュールを使用する前に、添付の説明書を必ずお読みくだ

さい。各モジュールで、使用法、メディア、確度等の相違

があります。 

測定をしようとするプロセス圧力に合った圧力モジュール

を取り付けます。 

圧力を発生させるには、以下の手順に従ってください。 

W警告 
加圧システムの圧縮媒体が噴出するのを避けるた

め、圧力モジュールを圧力管コネクターに取り付

ける前に、隔離弁を閉じてから圧力をゆっくりと

解放してください。 

注意 
圧力モジュールが機械的に損傷しないよう、圧力

モジュールの取り付け具の間、またはモジュール

本体と取り付け具の間に 13.5 Nm (10 ft.-lb.) を

超えるトルクを掛けないようにしてください。圧

力モジュール取り付け具と連結取り付け具すなわ

ちアダプターとの間にも必ず適正なトルクを掛け

るように注意してください。 

過剰圧力により圧力モジュールを損傷しないよ

う、圧力モジュールに記載されている最大定格を

超す圧力を絶対に掛けないでください。 

圧力モジュールを腐食から保護するため、指定さ

れていない材料には圧力モジュールを使用しない

でください。使用できる材料に関しては、圧力モ

ジュールに記載されている情報または圧力モ

ジュールの説明書を参照してください。 
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1. 図 18 に示すように、圧力モジュールをキャリブレー
ターに接続してください。圧力モジュールのネジは 1⁄4 
NPT 標準パイプに合うようになっています。必要に応
じて、付属の 1⁄4 NPT - 1⁄4 ISO アダプターを用いてく
ださい。 

2. U (下部画面) を押してください。本器は取り付けら
れた圧力モジュールを自動的に検知し、それに合った

測定レンジを設定します。 

3. 圧力モジュールの説明書に従って圧力モジュールのゼ
ロ設定をしてください。モジュールの種類によりゼロ

設定の手順は異なっています。 

4. 圧力源を用いて圧力ラインの圧力を、画面に表示され
た希望の値まで加圧してください。 

必要に応じて U を適当に押しつづけ、圧力表示単
位を psi、mmHg、inHg、cmH2O@4 °C、cmH2O@ 
20 °C、inH2O@4 °C、inH2O@20 °C、mbar、bar、kg/cm2

、

または kPa に変更してください。 
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図 18. 圧力を供給するための接続 
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出力パラメーターの 0 % および 100 % の

設定 

本器は、電流出力として、0 % は 4 mA に、そして 100 % 
は 20 mA に対応していると仮定します。他の出力パラ
メーターに対しては、ステップおよびランプ機能を使用す

る前に、あらかじめ 0 % および 100 % に対する点を設
定する必要があります。以下の手順に従ってください。 

1. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。 

2. 必要な供給機能を選択し、矢印キーを用いて値を入力
してください。ここで示す例は、供給として 100 °C 
および 300 °C の値を用いた温度供給です。 

3. 100 °C を入力し、J を押し保持してその値を保存
します。 

4. 300 °C を入力し、G を押し保持してその値を保存
します。 

この設定を用いて以下のことを行うことができます。 

• 25 % 刻みの手動による出力の段階状の増減 

• J または G を一時的に押すことによって行う、
0 % 点と 100 % 点間でのジャンプ 

出力のステップ可変および連続可変 

供給機能の値を調節するには 2 つの方法があります。 

• H および I キーを用いて出力を階段状に手動
で変化させるか、自動モードで変化させる。 

• 出力を連続可変する。 

ステップ可変および連続可変は、圧力の場合を除いてすべ

ての機能に対して行うことができます。圧力に対しては、

外部圧力源が必要です。 

mA 出力の手動ステップ可変 

電流出力を手動でステップ可変を行うには、以下の方法が

あります。 

• 25 % 刻みのステップで電流を増減するには、H ま
たは I を用います。  

• 0 % にするには J を、また 100 % にするには 
G を一時的に押してください。 
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出力の自動連続可変 

自動連続可変を用いると、本器から伝送器へ連続して変化

する信号を与えることが可能です。これにより、本器を手

で支えておく必要がなくなり、ユーザーは、伝送器の応答

テストに専念できます。 

L を押すと、本器は連続的に 0 % - 100 % - 0 % のラ
ンプを繰り返します。ランプの波形は 3 種類あり、自由
に選択することができます。 

• E 0 % - 100 % - 0 % 40 秒の滑らかなランプ 

• P 0 % - 100 % - 0 % 15 秒の滑らかなランプ 

• N 0 % - 100 % - 0 % 25 % 刻みの階段的ランプ
で、各ステップごとに 5 秒間留まります。各ステッ
プは表 7 に示します。 

連続可変を終了するには任意のボタンを押してください。 

表 7. mA ステップ値 

ステップ 4～20 mA 

0 % 4.000 

25 % 8.000 

50 % 12.000 

75 % 16.000 

100 % 20.000 

設定の保存と呼び出し 

最高 8 つの設定を不揮発性メモリに保存し、後で呼び出
すことができます。電池の電圧低下や電池の交換により、

保存されている設定が失われることはありません。以下の

手順に従ってください。 

1. 本器の設定が完了したら S を押してください。画
面にメモリ･ロケーションが現れます。 

2. Y または Z を押し、位置 1～8 から 1 つを選んで
ください。選択したメモリ位置に下線が引かれます。 

3. S を押します。保存されたメモリー位置のみが表
示されます。これで設定が保存されます。 

設定を呼び出すには以下の手順に従ってください。 

1. Q を押してください。画面にメモリ位置が現れま
す。 

2. Y または Z を押して、該当する位置を選択し Q 
を押してください。 
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伝送器の校正 

伝送器を校正するには、測定モード (上部画面) および供
給モード (下部画面) を用います。この項では、圧力伝送
器を除きすべての伝送器に有効な項目に関して説明しま

す。以下の例では、温度伝送器の校正法を示します。 

図 19 に示すように、被試験計器に本器を接続してくださ
い。以下の手順に従って、伝送器を校正してください。 

1. l を押し電流 (上部画面) を選択します。必要に応
じて、l を再度押し、ループ電源をオンにしてく
ださい。 

2. T (下部画面) を押します。必要に応じて、さらに
このキーを押して適切な熱電対の型を選択してくださ

い。 

3. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。 

4. X および W キーを押してゼロおよびスパンのパ
ラメーターを設定します。J および G を押し保
持して、これらのパラメーターを入力してください。

パラメーター設定に関する詳細は、前述の ｢0 % およ
び 100 % の設定｣ の項を参照してください。 

5. H または I を押すことにより、 
0-25-50-75-100 % の点における試験チェックを実行
します。必要に応じて、伝送器を調節してください。
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図 19. 熱電対伝送器の校正 
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圧力伝送器の校正 

以下の例で、圧力伝送器の校正法を示します。 

図 20 に示すように、被試験計器に本器を接続し、以下の
手順に従ってください。 

1. l を押して電流 (上部画面) を選択します。必要に
応じて、l を再度押し、ループ電源をオンにしてく
ださい。 

2. U (下部画面) を押します。 

3. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにしてく
ださい。 

4. 圧力モジュールのゼロ設定をしてください。 

5. スパンの 0 % および 100 % でチェックを行い、必要
に応じて伝送器を調節してください。 
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図 20. 圧力-電流 (P/I) 伝送器の校正 
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I/P 装置の校正 

次のテストにより、圧力を制御する装置を校正することが

できます。以下の手順に従ってください。 

1. 図 21 に示すように、被試験計器にテスト･リードを接
続してください。接続は、電流-圧力伝送器をシミュ
レートし、対応する出力圧力を測定します。 

2. A (上部画面) を押してください。 

3. 電流を供給するため (下部画面) V を押してくだ
さい。 

4. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにして
ください。  

5. X および W キーを押して必要な電流を入力して
ください。別の桁数字を選択するには Y および Z を
用いてください。 
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図 21. 電流-圧力 (I/P) 伝送器の校正 
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出力装置のテスト 

アクチュエーター、記録装置、表示装置のテストおよび校

正には供給機能を用い、以下の手順に従ってください。 

1. 図 22 に示すように、被試験計器にテスト･リードを接
続してください。 

2. 電流または DC 電圧には V を、また、周波数また
は抵抗 (下部画面) には F を押してください。  

3. 必要に応じて、M を押し、SOURCE モードにしてく
ださい。 
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図 22. チャート･レコーダーの校正 



725  

ユーザーズ･マニュアル 

46 

リモート制御コマンド 

PC からターミナル･エミュレーター･プログラムを実行し
て、本器をリモート制御することができます。リモート制

御コマンドにより、圧力測定を除き、本器の他のすべての

機能を実行することができます。表 8A-8C にリモート制御
コマンドとその説明を示します。 
Fluke 700SC シリアル･ケーブル･アセンブリ (PN 667425) 
を圧力モジュール･コネクターに差込み、PC のシリアル･
ポートに直接差込んだ DB-9 コネクターで終端させます。 

725 のリモート制御インターフェースは、M キーを押し
ながらキャリブレーターをオフにして、もう一度オンにす

ると実行可能な状態になります。キャリブレーターのリ

モート･ポートが使用可能な状態に初期化されます。キャリ

ブレーターに接続された端子のエミュレーターは、

9600 ボー、パリティなし、8 データ･ビット、1 ストップ･
ビットに設定してください。 

表 8A. リモート制御の上部画面 
シリアル入力 説明 
j mA 測定 
L mA ループ電力 
E 電圧測定 
B 前回の上部表示の値および単位の単一ブロードキャスト 

表 8B. リモート制御の下部画面 
シリアル入力 説明 
A mA 測定 
a mA 供給 
I mA 2W Sim 
V  電圧測定 
v 電圧供給 
M mV 測定 
m mV 供給 
K KHz 測定 
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表 8B. リモート制御下部画面 (続き) 

シリアル入力 説明 

k KHz 供給 
H Hz 測定 
h Hz 供給 
P CPM 測定 
p CPM 供給 
O 抵抗測定 (デフォルト 2 線式) 
o 抵抗供給の選択 
W 2 線式測定 (抵抗および RTD) 
X 3 線式測定 (抵抗および RTD) 
Y 4 線式測定 (抵抗および RTD) 
T 熱電対測定 (デフォルト J 型)「S」コマンドを使用してセンサーの型を選択します。 
t 熱電対供給 (デフォルト J 型)「S」コマンドを使用してセンサーの型を選択します。 
C 摂氏を選択します (T/C-RTD)。 
F 華氏を選択します (T/C-RTD)。 
R RTD 測定モード (デフォルト Pt100 385)「S」コマンドを使用してセンサーの型を選択します。 
r RTD 測定モード (デフォルト Pt100 385)「S」コマンドを使用してセンサーの型を選択します。 

u 表示供給値の増加

d 表示供給値の減少

< PC キーボードの左方向矢印を押して、725 の左方向矢印を選択します。 
> PC キーボードの右方向矢印を押して、725 の右方向矢印を選択します。 
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表 8B. リモート制御下部画面 (続き) 

シリアル入力 説明

0～9 ANSII 文字 0、1、2、...9、-、の後に <CR> (改行) をつけて、供給値を入力します。 

-,  

<CR>  

b 前回の上部表示の値および単位の単一ブロードキャスト 

表 8C. センサーの型を選択する「S」コマンド 

 選択入力  

シリアル･

ポート 
 

No. 
 

熱電対の型 
 

RTD の型 

S 1 J Pt100 (3926) 

 2 K Pt100 (385) 
 3 T Pt100 (3916) 

 4 E Pt200 (385) 
 5 R Pt500 (385) 
 6 S Pt1000 (385) 
 7 B Ni120 
 8 L  

 9 U  
 A N  
 B mV  
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電池の交換 

W警告 

感電や傷害の事故を引き起こす可能性のある誤っ

た読みを避けるため、(B) が画面に表示された
場合には、直ちに電池を交換してください。  

図 23 に電池の交換方法を示します。 

ヒューズの交換 

この校正器には、校正器を保護する 2 つの 0.05A、250V ソ
ケット付きのヒューズが搭載されています。 

W警告 
感電の危険を避けるため、バッテリー収納部のド

アを開く前に、校正器からテスト･リードを外して

ください。校正器を使用する前にバッテリー収納

部のドアを閉じ、ラッチが掛かっていることを確

認してください。 

ヒューズは取り外して抵抗をチェックできます。< 10 Ω で
あればヒューズは良好な状態です。右側のジャックを使用

した測定中に問題がある場合は、F3 が破損していることを
示します。左側のジャックを使って測定または電流の供給

ができない場合は、F4 が破損している可能性があります。

ヒューズを交換するには、図 23 を参照しながら次の手順
を実行します。 

1. 校正器の電源を切り、端子からテスト･リードを取り外

し、校正器を裏返します。 

2. マイナスのねじ回しを使ってバッテリー収納部ドアの

ネジを半時計回りに 4 分の 1 回転させ、バッテリー
収納部ドアを取り外します。 

3. 破損したヒューズを取り外して交換します。 

4. ネジを時計回りに 4 分の 1 回転させて、バッテリー
収納部ドアを取り付け、固定します。 
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su38f.eps 

図 23. 電池の交換 

保守 

クリーニング 

W 警告 

怪我や本器への損傷を避けるため、指定の交換部

品のみを使用してください。またケースの中に水

が入らないように注意してください。 

注意 

プラスチック･レンズやケースを傷めないよう溶剤

や研磨洗剤の使用は避けてください。 

本器と圧力モジュールのクリーニングには、水のみ、また

は、水と弱性石鹸で濡らした柔らかい布で拭いてください。 

サービス･センターでの校正または修理 

本書で説明されていない校正、修理、またはサービスは、

認定されたサービス員が行うことになっています。本器が

正常に動作しないときには、まず電池をチェックし、必要

であれば交換してください。 

本器が本書に記載のある手順に従って使用されていること

を確認してください。故障している場合には、その問題点

の説明を添付し、本器を返送してください。圧力モジュー

ルは、それ自体が故障していないかぎり、本器と共に返送

する必要はありません。返送の際には、本器をしっかりと

梱包してください。ご購入時の出荷用梱包材があればそれ

をご利用ください。送料および保険料を前支払いの上、最
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寄りのサービス･センターにお送りください。返送中の損害

に関しては 弊社では責任を負いかねますので、ご了承くだ
さい。 

保証期間中、弊社では Fluke 725 を速やかに修理、あるい
は交換 (弊社で判断) し、お客様の手元に無償でお送りいた
します。保証の規約に関しては表題ページの裏側を参照し

てください。保証期間が過ぎている場合には、一定の料金

で修理し返送いたします。本器または圧力モジュールが保

証規約で保証されていない場合の修理費用について認定さ

れたサービス･センターにお問い合わせください。 

認定サービス･センターの情報に関しては、このマニュアル

のはじめに記載のある ｢フルークへの連絡先｣ を参照して
ください。 

交換部品 

表 9 に交換部品の部品番号を一覧表示します。図 24 も参
照してください。 

表 9. 交換部品 

番号 説明 部品番号 数量

1 ケース上部 664232 1 
2 LCD マスク 664273 1 
3 エラストマー･ストリップ 802063 2 
4 入力/出力ブラケット 691391 1 
5 LCD ブラケット 667287 1 
6 取り付けネジ 494641  11 

7 バックライト 690336 1 
8 LCD 690963 1 
9 キーパッド 690955 1 
10 ケース下部 664235 1 
11 単 3 アルカリ電池 376756 4 
12 ケース取り付けネジ 832246 4 
13 バッテリー･ドア 664250 1 
14 アクセサリー･マウント 658424 1 
15 傾斜スタンド 659026 1 
16 バッテリー･ドア  

1/4 回転ファスナー 
948609 2 

17 TL75 シリーズ･テスト･
リード 

855742 1 

18 テスト･リード、赤 
テスト･リード、黒 

688051 
688066 

1 
1 

19 725 製品概要 1549644 1 
20 AC72 アリゲーター･ 

クリップ、赤 
AC72 アリゲーター･ 
クリップ、黒 

1670641 
 

1670652 

1 
 
1 

21 CD ROM、ユーザーズ･ 
マニュアル収録 

1549615 1 

22 入力デカル 690948 1 
23 0.05A/250V のヒューズ  2002234 2 
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図 24. 交換部品 
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アクセサリー 

次のアクセサリーおよび価格についての詳細は、フルーク

の販売代理店にお問い合わせ下さい。圧力モジュールおよ

びフルークの機種番号 (表 10 を参照) を次に示します 
(差圧型機種は、ゲージ･モードでも動作します)。ここに記
載されていない新機種の圧力モジュールについては、フ

ルークの販売代理店にお問い合わせ下さい。 

• 700HTP 0～10,000 PSI ポンプ 
• 700PTP -11.6～360 PSI ポンプ 
• 700TC1 および 700TC2 熱電対ミニプラグ･キット 

外部 Fluke 圧力モジュールとの互換性 

Fluke 700P 圧力モジュールの出力は、725 の 5 桁表示を
超えたり、適切でない単位を選択すると値が低すぎて読み

取れないことがあります。次の表に従って画面に OL を表
示することにより、これを防いでください。 

表 10. Fluke 圧力モジュールの互換性 

圧力単位 モジュールの互換性 

Psi すべての圧力レンジで使用可能 

In. H20 3000 psi までのすべてのレンジ 

cm. H20 1000 psi までのすべてのレンジ 

Bar 15 psi およびそれより高いレンジ 

Mbar 1000 psi までのすべてのレンジ 

KPa すべての圧力レンジで使用可能 

In.Hg. すべての圧力レンジで使用可能 

mm. Hg 1000 psi までのすべてのレンジ 

Kg/cm2 15 psi およびそれより高いレンジ 
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表 11. 圧力モジュール 

フルーク機種番号 レンジ 型式およびメディア 

Fluke-700P00 0～1 in H2O 差圧、乾式 

Fluke-700P01 0～10 in H2O 差圧、乾式 

Fluke-700P02 0～1 psi 差圧、乾式 

Fluke-700P22 0～1 psi 差圧、湿式 

Fluke-700P03 0～5 psi 差圧、乾式 

Fluke-700P23 0～5 psi  差圧、湿式 

Fluke-700P04 0～15 psi 差圧、乾式 

Fluke-700P24 0～15 psi  差圧、湿式 

Fluke-700P05 0～30 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700P06 0～100 psi  ゲージ、湿式 

Fluke-700P27 0～300 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700P07 0～500 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700P08 0～1,000 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700P09 0～1,500 psi ゲージ、湿式 
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表 11. 圧力モジュール (続き) 

フルーク機種番号 レンジ 型式およびメディア 

Fluke-700P29 0～3,000 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700P30 0～5,000 psi  ゲージ、湿式 

Fluke-700P31 0～10,000 psi ゲージ、湿式 

Fluke-700PA3 0～5 psi 絶対値、湿式 

Fluke-700PA4 0～15 psi 絶対値、湿式 

Fluke-700PA5 0～30 psi 絶対値、湿式 

Fluke-700PA6 0～100 psi  絶対値、湿式 

Fluke-700PV3 0～ -5 psi 真空、乾式 

Fluke-700PV4 0～-15 psi 真空、乾式 

Fluke-700PD2 ±1 psi 2 重レンジ、乾式 

Fluke-700PD3 ±5 psi 2 重レンジ、乾式 

Fluke-700PD4 ±15 psi 2 重レンジ、乾式 

Fluke-700PD5 −15/+30 psi 2 重レンジ、湿式 

Fluke-700PD6 −15/+100 psi 2 重レンジ、湿式 

Fluke-700PD7 −15/+200 psi 2 重レンジ、湿式 
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仕様 

仕様は、1 年の校正周期を前提にしており、特に記載され
ていない場合は、+18 °C～+28 °C の状態で適用されます。 

DC 電圧測定 

 
レンジ 

 
分解能 

確度 
(読みの % + カウント)

30 V (上部画面) 0.001 V 0.02 % + 2 

20 V (下部画面) 0.001 V 0.02 % + 2 

90 mV 0.01 mV 0.02 % + 2 

温度係数 (-10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲): 
レンジの ±0.005 % /°C 

DC 電圧供給 

 
レンジ 

 
分解能 

確度 
(読みの % + カウント) 

100 mV 0.01 mV 0.02 % + 2 

10 V 0.001 V 0.02 % + 2 

温度係数 (-10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲): 
レンジの ±0.005 % /°C 

最大負荷: 1 mA 

ミリボルト測定および供給* 

レンジ 分解能 確度 

-10 mV～75 mV 0.01 mV ±(0.025 % + 1 カウント) 

最大印加電圧:  30 V 

温度係数 (-10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲): 
レンジの ±0.005 % /°C 

*T を押してこの機能を選択してください。信号は熱
電対ミニプラグ･コネクターで得られます。 
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DC mA 測定および供給 

 
レンジ 

 
分解能 

確度 
(読みの % + カウント) 

24 mA 0.001 mA 0.02 % + 2 

温度係数 (-10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲): 

レンジの ±0.005 % /°C 

駆動能力: 20 mAで 1000 Ω  

抵抗測定 

確度 ± Ω*  
抵抗レンジ 

4 線式 2 線および 3 線式

0～400 Ω 0.1 0.15 
400～1.5 
kΩ 

0.5 1.0 

1.5～3.2 kΩ 1 1.5 

温度係数: -10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲: 
レンジの ± 0.005 %/°C 

励磁電流: 0.2 mA 
最大入力電圧: 30 V 
* 2 線式: リード抵抗は含みません。 

  3 線式: 全抵抗が 100 Ω を超えないことが前提です。 

 

抵抗供給 

抵抗レンジ 測定器からの励磁電流 確度 ± Ω 

15～400 Ω 0.15～0.5 mA 0.15 

15～400 Ω 0.5～2 mA 0.1 

400～1.5 kΩ 0.05～0.8 mA 0.5 

1.5～3.2 kΩ 0.05～0.4 mA 1 

温度係数 (-10 °C～18 °C、+28 °C～55 °C の温度範囲): 

抵抗レンジの ±0.005 % /°C  

分解能 

15～400 Ω 0.1 Ω 

400～3.2 kΩ 1 Ω 

周波数測定 

レンジ 分解能 確度 

2.0～1000.0 CPM 0.1 CPM ± (0.05 % + 1 カウント)

1～1000 Hz 0.1 Hz ± (0.05 % + 1 カウント)

1.0～10.0 kHz 0.01 kHz ± (0.05 % + 1 カウント)

感度: 1 V ピーク･ツー･ピーク最小 
波形: 方形波 
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周波数供給 

レンジ 分解能 確度 (出力周波数の %) 

0.2～1000 CPM 0.1 CPM ±0.05 % 

1～1000 Hz 1 Hz ±0.05 % 

1.0～10.0 kHz 0.1 kHz ±0.25 % 

波形: 5 V p-p 方形波、-0.1 V オフセット 

 
温度熱電対 

型 レンジ 測定および供給確度 
(ITS-90) 

J -200～0 °C 
0～1200 °C 

1.0 °C 
0.7 °C 

K -200～0 °C 
0～1370 °C 

1.2 °C 
0.8 °C 

T -200～0 °C 
0～400 °C 

1.2 °C 
0.8 °C 

E -200～°C 
0～950 °C 

0.9 °C 
0.7 °C 

R -20～0 °C 
0～500 °C 
500～1750 °C 

2.5 °C 
1.8 °C 
1.4 °C 

S -20～0 °C 
0～500 °C 
500～1750 °C 

2.5 °C 
1.8 °C 
1.5 °C 

 

B 600～800 °C 
800～1000 °C 
1000～1800 °C 

2.2 °C 
1.8 °C 
1.4 °C 

L -200～0 °C 
0～900 °C 

0.85 °C 
0.7 °C 

U -200～0 °C 
0～400 °C 

1.1 °C 
0.75 °C 

N -200～0 °C 
0～1300 °C 

1.5 °C 
0.9 °C 

XK -200～-100 °C 
-100～800 °C 

0.5 °C 
0.6 °C 

BP 0～800 °C 
800～2500 °C 

1.2 °C 
2.5 °C 

分解能: 
J, K, T, E, L, N, U, XK, BP: 0.1 °C、0.1 °F 
B, R, S:    1 °C、 1 °F 
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ループ電源 

電圧: 24 V 

最大電流: 22 mA 

短絡保護回路付き 

RTD 励磁 (シミュレーション) 

RTD 型による許容励磁 

Ni 120 0.15～3.0 mA 
Pt 100-385 0.15～3.0 mA 
Pt 100-392 0.15～3.0 mA 
Pt 100-JIS 0.15～3.0 mA 
Pt 200-385 0.15～3.0 mA 
Pt 500-385 0.05～0.80 mA 
Pt 1000-385 0.05～0.40 mA 

温度、RTD レンジ、および確度 (ITS-90) 

  確度 
型 レンジ °C 4 線式の測定 °C  2 線式および 3 線式の測定* °C 供給 °C 

Ni120  -80～260 0.2 0.3 0.2 
Pt100-385 -200～800  0.33 0.5  0.33 
Pt100-392 -200～630 0.3 0.5 0.3 
Pt100-JIS -200～630 0.3 0.5 0.3 
Pt200-385 -200～250 

250～630 
0.2 
0.8 

0.3 
1.6 

0.2 
0.8 

Pt500-385 -200～500 
500～630 

0.3 
0.4 

0.6 
0.9 

0.3 
0.4 

Pt1000-385 -200～100 
100～630 

0.2 
0.2 

0.4 
0.5 

0.2 
0.2 

分解能: 0.1 °C、0.1 °F 
許容励磁電流 (供給): Ni120, Pt100-385、Pt100-392、Pt100-JIS、Pt200-385:  0.15～3.0 mA 
Pt500-385: 0.05～0.80 mA; Pt1000-385: 0.05～0.40 mA 
RTD 供給: パルス伝送および 5 ms までのパルスを持つ PLC 
* 2 線式: リード抵抗は含みません。 
 3 線式: 全抵抗が 100 Ω を超えないことが前提です。 
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圧力測定 

レンジ 分解能 確度 単位 

圧力モジュール

により決定 
5 桁 圧力モジュールに

より決定 
psi、inH2O@4 °C、inH2O@20 °C、kPa、cmH2O@4 °C、
cmH2O@20 °C、bar、mbar、kg/cm2、mmHg、inHg 

一般仕様 

動作温度域 -10 °C～55 °C 

保管温度域 -20 °C～71 °C 

動作高度 平均海面より 3000 m 

相対湿度 (% RH、結露なし) 90 % (10～30 °C) 
75 % (30～40 °C) 
45 % (40～50 °C) 
35 % (50～55 °C) 
< 10 °C では制御不能  

振動 ランダム、2 g、5 Hz～500 Hz 

安全規格 EN 61010-1:1993、ANSI/ISA S82.01-1994; CAN/CSA 
C22.2 No 1010.1:1992 

電源 単 3 アルカリ電池 4 本 

寸法 96 x 200 x 47 mm (3.75 x 7.9 x 1.86 in) 

重量 650 g (1 lb、7 oz) 
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索引 

—英数字— 

0 % 出力パラメーター、設定, 37 
100 % 出力パラメーター、設定, 37 
4～20 mA 発信器 
シミュレーション, 29 

I/P 装置、校正, 43 
RTD 
型, 23 
シミュレーション, 32 
測定, 23 

RTD を用いた温度測定, 23 
RTD を用いた測定, 23 

—あ— 

圧力測定の接続, 26 
圧力伝送器、校正, 41 
圧力の測定, 26 
圧力モジュール、ゼロ設定, 27 
圧力モジュールのゼロ設定, 27 
安全に関する情報, 3 

—き— 

キー, 10 
キーの機能 (表), 11 
キャリブレーターのクリーニング, 50 
供給 

4～20 mA, 29 

圧力, 35 
電気的パラメーター, 29 
熱電対, 32 

供給機能、まとめ (表), 2 
供給モード, 29 

—こ— 

交換部品一覧, 51 
校正, 50 
ご使用の前に, 14 

—さ— 

サービス, 50 



725  

ユーザーズ･マニュアル 

62  

—し— 

シミュレーション 
RTD, 32 
熱電対, 32 
ループ電源, 29 

修理, 50 
出力装置、テスト, 45 
出力端子, 8 
出力の自動ランピング, 38 
出力のステッピング, 37 
仕様, 56 

—せ— 

接続 
圧力供給, 36 

設定 
保存, 38 
呼び出し, 38 

設定の保存, 38 
設定の呼び出し, 38 

—そ— 

測定機能、まとめ (表), 2 
測定モード, 17 

—た— 

端子 
出力, 8 
入力, 8 

—て— 

電気的パラメーター 
供給, 29 

電気パラメーターの測定, 19 
伝送器、校正, 39 
電池、交換, 49 

—に— 

入力/出力端子およびコネクター (表), 9 
入力端子, 8 

—ね— 

熱電対 
温度測定, 20 
型, 20 
供給, 32 
測定, 20 

熱電対を用いた温度測定, 20 

—は— 

発信器 
4～20 mA、シミュレーション, 29 

—ひ— 

表示画面, 13 
標準付属部品, 3 

—め— 

熱電対, 32 

—り— 

リモート制御コマンド, 46 
利用可能な圧力モジュール, 53 

—る— 

ループ電源, 17 
シミュレーション, 29 

 




